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〇市内全域でびん回収を開始……••2
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●年始の業務案内

＇  本庁・七生支所（注）

水道事務所

．^‘-こみ

中央図書館、

高幡図書館

日野図書館

社教センター図書館

図劃眉I平山図書緬

百草図書館
多摩平児童図書館

百草台児童図書館

4日（月）から

4日（月）から

4日（月）から

市立総合病院

市営火葬場

南多摩斎場

女性センター

教職員研究室・

南平体育館

市民陸上競技場

4日（月）から

4日（月）から

4日（月）から

5日（火）から

5日（火）から

5日（火）から

福祉センター ・ '5日（火）から

老人いこいの家「かしの木荘」 5日（火）から

児童館 ，・ 1" 泌9 8,;，ぶ•-t さハt忍fu¥l4日（月）から

緑さと博物館ふ1パ
市民会館・七生公会堂

とよた市民ギャラリー

:z:［ひま；り号j1:：二：I:：センター

（注 1)年始の休み中、出生・婚姻・死亡などの届け出は市役所本庁で受け付けます。

5日（火）から

中央公民館
勤労•青年会館

5日（火）から

5日（火）から

い
よ
い
よ
21
世
紀
が
目
前
に
迫
り
、
大
き
な
期
待
を
胸
に
平
成
11

を
迎
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
今
年
成
人
式
を
迎

え
る
浅
野
仁
美
さ
ん
、
落
合
順
さ
ん
、
武
信
亜
希
子
さ
ん
、
早
坂
智
宏
さ
ん
に

ひ
ろ
み
ち

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
馬
場
弘
融
・
日
野
市
長
を
囲
ん
で
「
21
世
紀
を
目
前
に

夢
を
語
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
文
中
敬
称
略
）

n分
の
夢
を

H
指
し
て

市
長
よ
う
こ
そ
。
市
長
の
馬
場
弘
融

て
す
。市
長
と
な
り
2
年
に
な
り
ま
す
。

21
世
紀
を
前
に
、

今
ま
で
固
定
し
て
い

た
枠
組
み
が
崩
れ
、
ど
ん
な
も
の
が
良

い
か
、
だ
れ
も
が
は

っ
き
り
と
言
え
な

い
そ
ん
な
時
代
で
す
。

今
こ
そ
、

若
い
人
の
「
こ
う
し
た
ら

（
市
長
公
室
）

い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
発
想
が

大
事
で
す
。
そ
れ
が
新
し
い
仕
組
み
を

作
る
大
き
な
き

っ
か
け
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

皆
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

や
思
い
を
語
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い

ま
す
。

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い



市役所代表電話
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扶養親族等の数 所得限度額

0人 1,609,000円

1人 1,909,000円

2人 2,209,000円

3人 2,509,000円

4人 2,809,000円

5人 3,109,000円
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表額

主
た
る
生
計
者
の
所
得
で
判
定
し
、
共
働

度
限
ぃ
で
も
合
算
し
ま
せ
ん
。

得

※
総
収
入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
給
与
収
入
の

所
み
の
方
は
「
平
成
9
年
分
源
泉
徴
収
票
」
の

給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
を
、
確
定
申
告
を

し
た
方
は
丑
＇
成

9
年
分
確
定
申
告
書
控
」
の

所
得
金
額
と
比
べ
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
・
寡
婦
（
夫
）
の
控
除
や
医
療
費
、

老
人
扶
養
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相

当
額
を
所
得
額
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

〗
〗□〗[
[
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冒t]のしてくださいi
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も
▽
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意1
1回
収
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こ
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ご
み
、
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菱
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外
の
資
源
物
や
ご
み

□
出こ

の
混
入
が
目
立

っ
て

ご、
：
ご
ら
と

心
器

い

ま

す

。
出
し
方
を

f

容
収
守
り
ま
し
ょ
う

｀
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▽
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18
歳
年
度
末
未
満
の
子
供
を

3
人
以
上

養
育
中
の
方
に
も
児
童
手
当
を
支
綸

昨
年
10
月
か
ら
、

3
歳
以
上
1
8
歳

年

▽

問

合

せ

先

11
児
童
福
祉
課
児
童
係

度
末
未
満
の
子
供
を

3
人
以
上
扶
蓑

し
、
第
3
子
以
降
の
年
齢
が
3
歳
以
上

7
歳
未
満
の
方
に
、
児
童
手
当
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
9
年
中
の
所
得
（
別
表
参
照
）

で
判
定
し
ま
す
の
で
、
所
得
を
確
認
の

う
え
、
市
役
所
2
階
児
童
福
祉
課
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
（
公
務
員
の
方
も
日

野
市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）
。

対
象
者
で
2
月
26
日
②
ま
で
に
申
請

さ
れ
た
場
合
は
、

10
月
分
に
さ
か
の
ぽ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
受
付
日
1
1
1
月
4
日
①
か
ら

▽
支
給
額
11
児
童
1
人
に
つ
き
1
万
円

▽
申
請
に
必
要
な
も
の
11
①
印
鑑
②
申

請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除

v)
③
昨
年
1
月
1
日
の
住
所
地
で
発

行
さ
れ
る
平
成
10
年
度
課
税
（
所
得
）

証
明
書
（
児
童
手
当
用
）

競し
tL[hn
口
吋
申
請
甲

囮

）よ、

~
 

※
工
事
請
負
の
申
請

rー
経
営
事
項

平
成
1
1
年
・

12
年
度
に
日
野
市
が
発

注
す
る
工
事
請
負
、
設
計
、
測
量
、
地
審
査
結
果
通
知
書
（
写
し
•
新
基
準
）

質
調
査
、
物
品
の
買
い
入
れ
、
そ
の
他
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

の
契
約
の
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
を
▽
問
合
せ
先
11
管
財
課

受
け
付
け
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
月
12
日
g
S
2
1
日
困
：
業

者
名
の
頭
文
字
が
ナ
、
ハ
、
マ
、
ヤ
、

ラ
、
ワ
行
／
1
月
22
日
②
S
2
月
1
日

①
…
サ
、
夕
行
／
2
月
2
日
因
S
1
0
日

因
…
ア
、
力
行
※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
9
時
S
1
1
時
30
分
、
午

後
1
時
S
4
時
に
受
け
付
け

▽
場
所
11
市
役
所
1
階
101
会
議
室

▽
申
請
用
紙
11
工
事
請
負
、
設
計
、
測

量
、
地
質
調
査
・
東
京
都
様
式
（
東
京

都
弘
済
会
用
紙
販
売
所
で
販
売
）

／
物

、

品
の
買
い
入
れ
、
そ
の
他
…
日
野
市
独

自
様
式
（
市
役
所
1
階
売
店
で
販
売
中
「

ヤ江轟鵬弘さんを遍えて

に
温
泉
セ
ン
タ
ー
割
引
利
用
券

亘

底

圃
入
望

▽
配
布
日
1
1
1
月
4
日
由
か
ら

▽
配
布
場
所
11
市
役
所
2
階
保
険
年
金

課
、
七
生
支
所
※
保
険
証
を
ご
持
参
＜

だ
さ
い

▽
対
象
11
国
民
健
康
保
険
加
人
者

▽
定
員
11600
人
（
先
着
順
）
※

1
人
ー

枚
。
1
枚
で

3
人
ま
で
利
用
可

▽
対
象
施
設
・
実
施
期
間
11
①
檜
原
温

泉
セ
ン
タ
ー
「
数
馬
の
湯
」
…
1
月
31

晶

ま

で

の

午

前

10
時
S
午
後
7
時

竺市
民
住
宅
ざ5
空
ぎ
創

市
民
住
宅
は
、
国
な
ど
の
補
助
で
家

賃
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
中
堅
所
得
者

向
け
の
公
的
住
宅
で
す
。

▽
募
集
住
宅
・
戸
数
11
第
1
か
し
の
木

ハ
イ
ツ
（
高
幡
）
ほ
か
1
カ
所
…

一
般

世
帯
向
け
7
戸
（
家
賃
8
万
7
千
800
円

S
1
3
万
円
）

▽
申
込
資
格
11
次
の
す
べ
て
に
あ
て
は

ま
る
方

①
市
内
に
1
年
以
上
居
住
の
成
年

(20

歳
未
満
の
既
婚
者
を
含
む
）
で
住
民
票
、

外
国
人
登
録
済
証
明
書
で
証
明
で
き

る
、
ま
た
は
市
内
の
同

一
事
業
所
に
3

年
以
上
勤
務
し
て
い
る
②
所
得
（
同
居

親
族
に
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
合
算
）

（
毎
週
月
曜
日
定
休
）
②
奥
多
摩
温
泉

、1
,

「
も
え
ぎ
の
湯
」
…
1
月
5
日
伏
ー
3

月
31
日
因
午
前
10
時
ー
午
後
9
時

(
1

月
・

2
月
は
午
後
7
時
ま
で
。
定
休
日

は
毎
週
月
曜
日
、
祭
日
の
場
合
は
翌
日
）

▽
費
用
11
小
学
生
200
円
、
中
学
生
以
上

400
円
、
未
就
学
児
無
料

(
3
時
間
単
位
。

1
時
間
を
超
え
る
ご
と
に
中
学
生
以
上

の
み
200
円
加
算
）

▽
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
給
付
係

が
定
め
ら
れ
た
墓
準
内
③
同
居
親
族
か

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
内
縁
と
婚

約
者
を
含
む
）
が
あ
る
④
現
に
住
宅
を

必
要
と
し
て
い
る

※
自
家
所
有
者
（
同
居
親
族
を
含
む
）

は
原
則
と
し
て
申
し
込
め
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
「
し
お
り
」
を
ご
参
照
く
だ
さ

、
。
しマ

甲
込
用
紙
と
し
お
り
の
配
布
1
1
1
月

1
1
日
①
S
1
9
日
因
（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分
ー
午
後

5
時
に
市
役
所
4
階
管
財
課
で

▽
申
込
み
1
1
1
月
19
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
所
定
の
用
紙
を
郵
送

▽
問
合
せ
先
11
管
財
課

選
挙
習
発
の

講
演
会

日
野
市
選
挙
管
理
委
員

会
で
は
、

14
月
の
東
京
都

知
事
選
挙
を
控
え
、
投
票

人
権
擁
護
委
員

①
地
域
座
談
会
（
子
ど
も
の
居
場
所
づ
▽
定
員
1
1
1
8
人
（
先
着
順）

く

り

）

▽

費

用

1
1
2
千
円
（
交
通
費
、
「
数
馬
の

▽
日
時
1
1
2
8
日
困
午
前
10
時
S
正
午
湯
」
入
湯
料
、
保
険
料
ほ
か
）

▽
会
場
11
生

活

・

保

健

セ

ン

タ

ー

▽

申

込

み

1
1
1
4
日
困
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

▽
内
容
11
私

の

歩

ん

だ

戦

後

教

育

ガ

キ

で

。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

▽
講
師
11
池
尾
テ
ル
子
氏
（
元
日
野
市
番
号
を
記
入
し
、
平
清
太
郎
(
〒

191ー

教
育
委
員
長
）

0
0
2
2
新
井
863
の
64)

へ

※
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ

。

③
君
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

②
子
ど
も
自
然
体
験
活
動
（
笑
顔
で
キ
子
ど
も
人
権
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
カ
し

ャ

ン

プ

）

じ

め

な

ど

の

相

談

に

応

じ

ま

す

。

▽
日
程
1
1
2
4
日

①

（

日

帰

り

）

▽

電

話

番

号

(
F
A
X
兼）

11
昼
間
…

l
.
2
4
6
6
、
夜
間
…
5
9
1
.
2

▽
会
場
11
都
民
の
森
（
檜
原
村
）

▽
内
容
11
ウ
サ
ギ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

3
1
5
※
F
A
X
は
24
時
間
受
け
付
け

作

ろ

う

以

上

▽

問

合

せ

先

11
市
長
公
室
市
民

▽
対
象
11
小

、

中

学

生

相

談

担

当

(
6
5
8
5
.
2
0
0
0
)
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第
16
回
へ
号
（
額
面
90
万
円
）
、
第
19

回
い
号
（
額
面
100
万
円
）
の
国
債
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
、
遺
族

へ
の
特
別
弔
慰
金
（
額
面
40
万
円
）
、

妻
へ
の
特
別
給
付
金
（
額
面
180
万
円
）

な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

▽
申
込
み
先
11
生
活
福
祉
課

1
月
1
4
B
に

、
教
育
委
員
会
定
例
会

日
野
市
教
育
委
員
会
第
10
回
定
例
会

は、

1
月
14
日
困
午
後
2
時
か
ら
市
役

所
5
階
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ
先
11
教
育
委
員
会
庶
務
課

言
豊
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
一

事
業
計
画
（
第
2
回
変
更
）
を
縦
覧

戦
没
者
遺
族
の

援
護
相
談

（
午
前

7

日
木

•
8

日

金

▽
日
時
1
1
1
月

9
時
ー
正
午

▽
会
場
11
市
役
所
2
階
生
活
福
祉
課

▽
内
容
11
年
金
や
給
付
金
に
つ
い
て

▽
相
談
員
11
日
野
市
遺
族
援
護
相
談
員

▽
対
象
11
戦
没
者
遺
族

▽
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課

〗
・戦
没
者
等
の

丁
妻
と
父
料
の
方
へ

戦
没
者
等
の
妻
に
特
別
給
付
金
第
10

回
か
号
（
額
面
120
万
円
）
、
戦
没
者
の

父
母
等
（
父
母
、
蓑
父
母
、
祖
父
母
等

を
含
む
）
に
特
別
給
付
金
第
5
回
れ
号

（
額
面
30
万
円
）
、
第
7
回
た
号
（
額

面
60
万
円
）
、
第
9
回
よ
号
（
額
面
60

万
円
）
、
第
14
回
ぬ
号
（
額
面
75
万
円
）
、

率
を
高
め
る
な
ど
の
選
挙
啓
発
の
た

め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ

、。
¥
v
 

▽
日
時
し
1
月
19
日
灼
午
後
2
時
ー

，
ー
、

4
時

▽
会
場
11
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

’,i

▽
内
容
11

ニ
ュ
ー
ス
の
裏
・
表

▽
講
師
11
江
森
陽
弘
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

＇ I
'

 
、

I

〈

1
月
の
活
動
〉

日
野
都
市
計
画
事
業
豊
田
南
土
地
区

画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
を
昨
年
12
月

3
日
に
変
更
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内

容
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

▽
期
間
11
換
地
処
分
の
公
告
の
日
ま
で

▽
場
所
11
市
役
所
3
階
区
画
整
理
第
2

課▽
内
容
11
①
設
計
概
要
の
変
更
②
事
業

施
行
期
間
の
延
伸
③
資
金
計
画
の
変
更

▽
問
合
せ
先
11
区
画
整
理
第
2
課

自
主
防
災
組
織
の

結
成
と
活
動
を
支
援

地
裳
等
に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
、

地
域
の
自
治
会
等
が
防
災
の
た
め
に
結

成
し
た
組
織
に
対
し
、
活
動
に
必
要
な

防
災
資
機
材
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

ー

▽
対
象
11
自
治
会
等
を
単
位
と
し
結
成

し
た
組
織
で
、
構
成
世
帯
数
が
お
お
む

ね
200
世
帯
以
上
の
組
織

▽
貸
与
資
機
材
11
担
架
、
大
型
ジ
ャ
ッ

キ
、
バ
ー
ル
、
の
こ
ぎ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
メ
ガ
ホ
ン
、
か
ま
ど
セ
ッ
ト
、
腕

章
、
資
機
材
収
納
倉
庫
ほ
か

▽
問
合
せ
先
11
防
災
課

・
知
し
）
ロ

▽
1
日
11
東
京
都
市
町
村
職
員
共
済
組

合
組
合
会
（
立
川
市
）
、
定
例
庁
議
（
庁

内
会
議
室）

に
出
席
、
民
生
委
員
児
童

委
員
委
嘱
状
交
付
式
（
市
民
会
館
）
に

挨
拶
▽
2
日
11
環
境
基
本
計
画
検
討
委

員
会
、
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰
式
（
庁
内

会
議
室
）
、
新
選
組
．
In8
野
イ
ベ
ン
ト

事
業
報
告
会
（
庁
内
）
に
挨
拶
▽
3
日

11
第
4
回
市
議
会
本
会
議
（
行
政
報
告
、

議
案
上
程
、
請
願
上
程
）
に
出
席
▽
4

HII
教
育
委
貝
に
辞
令
交
付
、
市
議
会

本
会
議
（

一
般
質
問
）
に
出
席
▽

6
日

1
1
8
野
市
体
育
協
会
40
周
年
記
念
式
典

（
市
内
）
に
挨
拶
▽

7
日
ー
10
日
11
市

議
会
本
会
議
（

一
般
質
問
）
に
出
席
▽

11日
11
市
議
会
本
会
議
（

一
般
質
問
、

議
案
上
程
、
請
願
上
程
）
に
出
席
▽
12

日
11
高
幡
不
動
尊
菊
ま
つ
り
表
彰
式
に

挨
拶
▽
13
日
11
府
中
四
谷
橋
及
び
関
連

道
路
完
成
記
念
行
事
（
市
内
）
に
挨
拶

▽
14
日
11
地
域
懇
談
会
（
防
災
セ
ン
タ

ー
）
に
挨
拶

毎
年
、
降
雪
の
季
節
に
な
る
と
、

雪

の
凍
結
に
よ
る
事
故
が
急
増
し
ま
す
。

市
で
は
、
降
雪
時
に
幹
線
道
路
等
の

除
雪
を
行
い
ま
す
が
、

全
地
域
を
行
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
生
活

道
路
（
居
住
し
て
い
る
周
り
の
比
較
的

狭
い
道
路
）
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
除
雪
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
土
木
課

＿

献

血

＿

▽
日
時
1
1
1
月
7
日
困
午
前
10
時
S
正

午
、
午
後
1
時
ー
3
時
30
分

▽
会
場
11
市
役
所
束
側
駐
車
場

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
献
血
推
進
協
議

会
事
務
局
（
生
活
福
祉
課
内
）

道
路
の
除
雪
に
こ
協
力
を

＿ 泊流は 人ひとりの息いやり R 
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●母と子の健康通信 （予青胃彗嘉塁饂益る
事 業名 日 時’『内 容等

1月29日（金）
妊娠中の生活育児

午後 1時30分
の準備ほか~3時30分

2月3日（水） 妊娠中の栄養、お産
午前 70時～正午 の経過ほか

2月lO日（水） 歯科検診歯の衛生
午前 10時～正午 ほか

2月17日（水） 妊婦体操呼吸法の
午前 70時～正午 実習ほか

2月24日（水） 赤ちゃんの入浴実習
、~..~ 

午前 lO時～正午 出産のビデオほか

3~4か健月康児診査
1月6日（水）

対象は平成10年9月13日（水）・20日（水）
生まれ通知制

午後 1時～ 1時40分

1歳 6か腱月児直
1月7日（木）

対象は平成9年6月14日（木）21日（木）
午後 1時～1時45分

生まれ通知制

1月12日（火）
対象は平成7年12月

3歳児健康診査 19日（火）
午後0時45分～1時45分

生まれ ・通知制

すくすくクラブ
1月7日（木）

対象は生後4カ月～
（育児学級）

午前lO時～ll時
12カ月の乳児と保

※参加はどちらか 1月18日（月） 護者。申し込み不要
1日 午前 10時～ 11時 直接会場へ

~「
（会場は福祉支援センター）

もぐもぐクラス
1月8日（金）

対象は生後7カ月の
(7カ月児の

午前 lO時～ 11時 乳み不児要と保、直護接者会。申し込
歯ブラシ教室） 場へ

はみはみクラス ， 
1月22日（金）

対象は生後12カ月の
(7 2カ月児の 乳児と保護者。申し込
歯ブラシ教室）

午前 lO時～ ll時
み不要、直接会場へ

※転入して妊婦、 3~4カ月児、 6・ 9カ月児、 1歳6カ月
児、 3歳児の健康診査を受けてない方は健康課へ相談を。
t>問合せ先＝健康課（云581-411 1) 

1月前期休日診療医
診療時間：午前 9時～正午

午後 1時 ～5時

I>会場＝福祉支援センター
t>問合せ先＝南多靡保健所（合042-321-7661)

市立総合

1" 

R 塩谷医院（内・児胃科） 森久保整形外科（整・殖斗）
日野l077-33 !!581-0158 高幡328森久保医療ビル

!!591-2222 

＿潤徳小

! 
: 

R 
小松医院（内・児・胃・放科） 石川クリニック（内胃科）

多摩平4-9-1ff581-0474 高幡6-3ff593-8 l l 3 

至南平駅 京王線
・高幡不動駅

至
八
王
子

至
南

ー

゜

ヽ
~斗

駅

矛内
知

直公址城

児

91

、,、
5

院
g

四

医
4

線王

尾
麟

牛
〗
京

•• 

5
 

2

至
市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園

、l
8e
 

斗

1

H
-

泌

81

頃

8

院
立

医
匂

溝
配野

横
本日

98
年
度
後
期
の
無
料
子
宮
が
ん
検
診

を
行
い
ま
す
。‘

▽
対
象
11
①
頸
が
ん
検
診
…
市
内
在
住

の
30
歳
以
上
（
昨
年
4
月
1
日
現
在
）
の

女
性
※
前
回
の
子
宮
が
ん
検
診
（
昨
年

7
月
）
を
受
診
し
た
方
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
②
体
が
ん
検
診
…
①
の
対
象
者
の

う
ち
、
問
診
等
の
結
果
、
最
近
6
カ
月
以

内
に
不
正
出
血
の
あ
っ
た
方
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
⑦
50
歳
以
上
い

閉
経
後
田
未
妊
婦
で
月
経
不
規
則
。
な

お
、
条
件
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、

医
師
が
必
要
と
認
め
る
方
に
は
実
施
し

ま
す
※
体
が
ん
検
診
は
、

子
宮
の
状
態

に
よ

っ
て
は
細
胞
採
取
が
難
し
く
検
査

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

▽
定
員
1
1
3
千
400
人
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▽
受
診
方
法
11
受
診
券
（
当
選
ハ
ガ
キ
）

を
持
参
の
う
え
2
月
1
日
剛
ー
3
月
15

,1
,
 

日
①
に
直
接
指
定
医
療
機
関
で
受
診

▽
申
込
み
1
1
1
月
13
日
困
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

(
1
人
1
通）

。

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な）、
生
年
月
日
、
年
齢
（
昨
年
4
月
1
日

現
在
）
、
電
話
番
号
を
、
返
信
用
表
面
に

乳
が
ん
は
自
分
で
見
つ
け
ら
れ
る
唯

一
の
が
ん
で
す
。
乳
が
ん
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
、
乳
房
自
己
触
診
法
を
身
に

つ
け
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
1
月
2
7
日
①
午
後
2
時
ー
3

時
30
分

▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
乳
が
ん
に
つ
い
て
、
乳
房
自

己
触
診
法
の
実
習
な
ど

▽
対
象
11
女
性
の
方

▽
定
員

"
2
5
人
（
先
着
順
）

※
健
康
課
へ
申
し
込
み
を
。
保
育
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
成
人
栄
養
相
談

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
に
必
要

な
栄
養
相
談
を
行
い
ま
す
。
本
人
か
、

そ
の
方
の
食
生
活
に
か
か
わ
っ
て
い
る

家
族
の
方
な
ど
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
1
月
8
日
(
.
2
2
日
（
午
後

1
時
30
分
ー
4
時
（
予
約
制
）

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
個
別
栄
養
相
談
（
高
齢
者
の

食
生
活
、
疾
病
別
食
生
活
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
食
事
の
と
り
方
や

栄
養
計
算
ほ
か
）

※
健
康
課
へ
申
し
込
み
を
。

●ツベルクリン反応検査 •BCG接種日程表
会場 時間 ッベルクリン I判定•BCG譴

平山地区センター 午前9時30分～ 11時
| 

1月11日（月） Il月13日（水）
生活・保健センター 午後2時～ 3時 30分 | 

福祉翅センター(8男倒眉瀧） 午前9時30分～ 11時
I 

ひの社会教育センタ_,., 
12日（火） 1 14日（木）

午後2時～ 3時 30分 | 

生活・保健センター 午後2時～3時 30分 20日（水） I | 22日（金）

▽
日
時
・
会
場
11
別
表
の
と
お
り

▽
対
象
11
生
後
3
カ
月
ー
4
歳
未
満
（
接

種
当
日
）
で

B
C
G
接
種
を
一
度
も
受

け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

※
B
C
G
接
種
は
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
で
陰
性
の
方
に
実
施
。

▽
注
意
11
①
冊
子
『
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
』
（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内

健
康
課
、
市
役
所
1
階
市
民
相
談
窓
口
、

七
生
支
所
で
配
布
）
を
読
ん
で
か
ら
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。
読
ん
で
な
い
場
合

は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②
母
子
健
康
手
帳

，
 

しさだ＜
 

参持こをどな0̀‘ J
 

ッリス＋
 

＿
 

夕ンセ育教会社のひ＿
 

夕ンセ区地山平※
 

●家庭介護者教室日程表

日 程 内 容 講 ・，'•師 ・' 

1月30日（土） 介護保険について 市介護保険準備室長

← 令S ・ ヽ~

2月13日（土） お年寄りの介護 浅川苑サービスセンター寮母

27日（土）
介護者に優しい介護 都立神経病院理学療法士

について 道山典功氏
• • •.~:., 

お年寄りを支える地 コーディネーター
3月13日（土）

域の援助、座談会 日野市福祉事業団相談員

じ時間＝午後 1時 30分～ 4時

保健所出張相談事業(l月）

家
庭
介
護
者
教
室
（
後
期
）

-
1
月
30
日
か
ら
浅
川
苑
で

一

市
立
浅
川
苑
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と

市
立
栄
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
共
催

で
家
庭
介
護
者
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容
・
講
師
11
別
表
の
と
お
り

▽
会
場
11
浅
川
苑
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
高
幡
864
の
4
)

▽
対
象
11
お
年
寄
り
を
自
宅
で
介
護
し

て
い
る
方、

介
護
に
関
心
の
あ
る
方

▽
申
込
み
1
1
1
月
4
日
即
か
ら
浅
川
苑

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
6
5
9
3
.
5
5
8

c 
小笹医院（内・児科） 加藤医院（内科）

多摩平6-36-1 0 ft581 -2204 百草920-17云591-7578 

事業名 日 ， 時

精神保健相談（予約制） 1 4 日（木） •21 日（木） 午後 1時 30分～4時

老人精神保健相談（予約制） 11日（月） 午後 1時 30分～4時

リハビリ教室 13日（水） 午後 1時 30分～ 3時 30分

難病相談 13日（水） 午前 9時 30分～正午

療育相談（予約制） ll日（月） 午前 lO時～ ll時30分

デイケア 8 日（金） •22 日 （金） 午前 9時 30分～正午

環境・食品衛生出張窓口 8日（金）午前 lO時～午後4時（会場は生活保健センター）

●
子
宮
ガ
ン
検
診

（
後
期
）

保健・医療

心コ疇
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
日
野
市
役
所

健
康
課
子
宮
が
ん
検
診
係
(
〒

191ー

0

0
1
1
日
野
本
町
ー
の

6
の
2
生
活
・

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

▽
注
意
11
①
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
②
抽
選
結
果
は
後
日
郵
送
し

ま
す

●
乳
房
自
己
触
診
法
教
室

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
③
検
温
は
当
日

会
場
で
実
施
④
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

ペ
ッ
ト
の
し
つ
け
や
健
康
に
関
す
る

相
談
に
、
獣
医
師
が
わ
か
り
や
す
く
お

答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
1
月

8
8②
午
後
1

時
30
分

S
2
時
30
分

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
501
会
議
室

▽
定
員
11
4

人

（
先
着
順
）

▽
注
意
＂
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
、
電
話

相
談
は
で
き
ま
せ
ん

▽
申
込
み
先
11
環
境
保
全
課

●
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

•
B
C
G

接
種

5
)

へ
※
月
曜
S
金
曜
日
午
前
8
時
30

分
ー
午
後
5
時

至神明

c 日野台診療所（内・児・外科） 松田整形外科医院（整・殖斗）
日野台4-26-l 6 ff58 l -6 l 75 百草99928 l -20 l ff593-8 l 75 

ぐ＼ ――――一つ
知

王―--
工

8 至日野
至豊田駅

口

●休日準夜診療所
診療日 1 月 1 日（金）・ 2日（土） •3日（日） •9日（土）・ 10 日（日） •15日（金）

診療時間 午後 7時 30分～ 10時 30分

診療科目 内科・小児科

日野本町 l-7 -2 
場 所 生活・保健センター分室

『

ff584 - 166 l 

● 1月前期救急病院

ft(581)2677 

花輪病院
云(~82)0061 ~ 2 

宿日直予定表

●休日歯科応急診療所
診療日 1 月 1 日（金）・ 2 日（土） •3 日（日）・ 10 日（日）・ 15 日（金）

診療時間
午前 9時～正午、午後 1時～ 5時

（受け付けは午後 4時まで）

場 所
高幡 308- l福祉支援センター内

乞・囲594-21 l l 

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
日野消防署（合587-0779)へお問い合わせを。

41516171819  
（月） （火） （水） （木） （金） （土）

内整外耳整牟牟

鼻
芭綾

形況き
咽 整眼

喉
外形

外

科科科科科

形

外

科 科

外

科

内

科

内

科
内

科

内

科
内

科

(1量亨
内泌整外

科

尿

器

科

形

外

科

科

外

科
内

科

内

科

内

科

．
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Q 

し
゜
工事期問

開

． 

院

． ． お知らせします

オ
カ
リ
ナ
と
い
う
趣
味
が
出
て
き
ま
市
長
今
は
、
こ
の
様
な
仕
事
に
就
い

し
た
が
、
あ
な
た
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

て
い
る
私
で
す
が
、
む
し
ろ
、

子
供
の

武
信
私
は
陸
上
競
技
を
中
学
か
ら
こ
ろ
は
、
だ
れ
か
の
後
ろ
に
閑
れ
て
い

や
っ
て
い
て
、
長
距
離
で
東
京
都
の
記
る
よ
う
な
子
供
で
し
た
。

浅
野
私
は
自
分
に
一
番
合

っ
た

職

業

録

を

残

し

て

高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。

大
学
時
代
に
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
泊

を
身
に
着
け
た
い
と
思
い
、
専
門
学
校

ま

ず

東

京

一
を
目
指
し
て
全
国
大
会
に
ま
る
旅
を
か
な
り
し
ま
し
た
。
い
つ
も

に
入
学
し
ま
し
た
。

出
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

夜
に
な
る
と
ゲ
ー
ム
を
す
る
の
で
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、
小
学
校
か
ら
し
か
し
、
走
り
方
に
特
徴
が
あ
っ
た
そ
こ
で
笑
わ
れ
た
り
恥
を
か
い
て
い
る

バ
ス
ケ

ッ
ト
や
水
泳
を
や
っ
て
き
て
、
せ
い
か
、
け
が
を
し
が
ち
で
し
た
。
そ
う
ち
に
段
々
と
人
前
で
話
す
こ
と
が
平

そ
の
分
多
く
の
け
が
を
し
た
の
で
、
ス
れ
で
、
人
学
に
行
っ
て
新
し
い
こ
と
を
気
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
何
が
ど
こ

ポ
ー
ツ
で
け
が
を
し
た
人
を
助
け
る
卜
し
よ
う
と
思
い
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
で
役
立
つ
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

レ
ー
ナ
ー
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
で
は
次
に
、
い
ま
ど
き
の
大
人
へ
の

落
合
僕
は
、
受
験
経
験
な
し
に
大
学

ー
タ
ー
が
楽
し
い
で
す
。

注
文
が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

〗虞
響
〗
[
•

〗[
L
〗□1〗[
L
t
〗
〗〗〗[
〗
量

l

在
に
操
作
で
き
る
よ
う
勉
強
し
芯
い
ま

が

、

高
校
時
代
は
コ
ー
チ
に
よ
く
怒
ら
浅
野
親
が
子

こ
れ
か
ら
の

す
。
ー
カ
に
は
簿
記
を
1
級
ま
で
取
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
、
そ
の
時
代
供
に
対
し
て
十

れ
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

4

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
そ
の
分
教
え
て
渉
し
す
ぎ
る
の

早
坂
僕
は
日
本

玄
の
前
に
ま
ず
仲
間
あ
げ
ら
れ
る
の
で
、
良
か
っ
た
と
思

っ

は
、
ど
う
か
と

B
廊
？
＂
L
L
切
手
5
)
l
マ
と

武
信
日
野
市
を
誇
り
に
思
う
こ
と
は
、

内
で
ト

ッ
プ
に
な
り
た
い
と
思
い
、
高
て
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。
私

校
の
時
に
オ
カ
リ
ナ
を
始
め
ま
し
た。

｀
•
』
"し＂
ぷ
、
｀
；
f竺
a，
ぶ
が

p
ー

は
進
路
も
自
分
緑
が
い
つ
ば
い
あ
る
と
い
う
こ
と
で

で
決
め
、

高

校

す

。
都
心
に
住
ん
で
い
る
人
に
空
気
が

音
楽
が
好
き
だ

っ
た
の
で
独
学
で
吹

．

．
，
＇
，

．

も

自

分

が

行

き

澄

ん

で

い

て

お

い

し

い

と

言
わ
れ
た
り

け
る
よ
う
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所

、

'
-
.
｀

す
る
と
夭
変
う
れ
ピ

い
で
す
。

で
演
奏
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
始
め

，

,9,1

行
き
ま
し
た
。

市
長
な

ス

市
民
の
皆
さ
ん
と
環
境
基

て
5
年
ぐ
ら
い
に
な
る
オ
カ
リ
ナ
で
す

1

し，

が
、
そ
れ
だ
け
で
も
、
た
く
さ
ん
の
人

、

・4

今
、
小
学
生
が
塾
の
カ
バ
ン
を
持

っ

育
な
ど
で
締
め
付
け
ら
れ
て
き
て
、
自
本
計
曾

を
策
危
屯
芍
む
[-
ま
た
、
全
国

ー

て
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る
の
は
疑
問
で
分
の
子
供
に
は
、
逆
の
方
向
に
廊
↓
つ

で
最
初
四
締
例
化
で
話
題
と
な
り
ま
し

と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ごし

す
。
大
人
に
な
っ
た
時
に
世
界
が
狭
く
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

ぶ

響

睾

「

＇

；

―

か

ま
し
た
。

今
は
、
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

蕊

芯

§

覧

て
日
野
市
で
農
業
の
条
例
を

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

す
。

を
試
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
忙

あ
さ
の
ひ
と
み

ま

禅

悶

ぢ

ぷ

3
と
へ
¥ま
ず
緑
を
残
そ

う
こ
と
が
出
発
点
で
し
た
。
緑

し
く
生
き
て
い
る
の
が
楽
し
い
で
す
。

浅

野

仁

美

さ

ん

旭

が

丘

在

住

市

長

忙

し

す

ぎ

る

と

い

う

の

は

、

今

市

長

最

低

懐

Q
加
fl惚

し
四

6
5、

衿

2-{

の
教
育
の
大
き
な
欠
陥
で
す
ね
。
試

験

必

要

で

す

ね

。「
人
に
迷
惑
を
か
け
'、

|
。
、
、

市
長
私
も
こ
の
年
に
な

っ
て
思
う
の

＇

で
す
が
、
小
学
校
か
ら
大
学
、

そ

れ

以

早

坂

中

学
か
ら
陸
上
を
や

っ
て
中
学
で
評
価
す
れ
ば
公
平
に
見
ら
れ
る
と
い
い
け
な
い
」
↓J
バ

5
勺
在
だ

ifは
教

8
gい

嘉
直

g
5翌
い
う
と
、
森
や
林
を
思
い
浮

後
と
友
人
が
い
る
わ
け
で
す
が
、
友
人

3
年
の
時
に
1
5
0
0
〗
いで
優
勝
し
ま
う
け
れ
ど
、
知
識
に
偏
っ
て
い
た
り
と
お
か
な
い
と

。

8

．

ジ
‘
-
上
m
9
迄
‘る
力
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
農
地
が

関
係
を
続
け
て
い
れ
ば
、
ち
ゃ
ん

と

み

し

た

。
ほ
か
に
、

高
校
時
代
か
ら
ジ
ャ

か
、
そ
の
試
験
が
変
な
風
に
な

っ
て

し

武

信

私

は

、

大

人

が

乎
気
で
そ
の
辺
5

r減
る
と
緑
が
減

っ
て
し
ま
う
と
い
う
認

ん
な
が
助
け
て
く
れ
る
の
で
す
。
人
問
グ
リ
ン
グ
（
お
手
玉
の

一
種
）
を
始
め
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。

に
ご
み
や
た
ば
こ
を
捨
て
て
い
ぐ
こ
と
識
を
皆
さ
ん
が
持
ち
始
め
た
か
ら
で
は

の
輪
と
い
う
も
の
を
作

っ
て
お
く
こ
と
て
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
披
露
し
た
り
し
落
合
僕
は
、
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
で

ア

が

許
せ
ま
せ
ん
。
「
そ
の
ご
み
は
だ
れ
が
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

は
と
て
も
大
切
で
す
。
情
報
を
く
れ
た
て
い
ま
す
。

ル
バ
イ
ト
し
て
い
ま
す
が
、
親

f
関

係

拾

う

の

か

」
と
。
子
供
の
時
は
し
て
は
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
こ
れ
以
ト

り
、
助
け
合
っ

た
り
：
。
今
の
話
を
聞
僕
は
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
が
よ
く
観
察
で
き
る
ん
で
す
。
今
、
非
い
け
な
い
と
分
か

っ
て
い
た
の
に
大
人
農
業
を
つ
ぶ
し
て
は
駄
目
だ
と
い
う
こ

い
て
い
て
、
友
人
を
作
る
と
い
う
の
は
、
し
て
み
よ
う
、
自
分
に
合
う
も
の
を
探
常
に
腹
が
立

っ
て
い
る
こ
と
は
、
先
ほ
に
な
る
に
つ
れ
て
、
罪
悪
感
を
持
た
な
と
で
す
。
そ
こ
で
市
が
良
業
を
応
援

と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
う
と
思

っ
て

い

ま

す

。

ど

の

発

言
と
は
反
対
に
、
あ
ま
り
に
も
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
許
せ
ま
せ
ん
。

し
、
市
民
の
方
々
も
応
援
し
て
く
だ

肘
し
~

；

5
1

5

軋

5
:
I
I
l
l

:

胤

＼
叫
肌し
：

I

軋

5
闘
仰
j
闘
仰
し
叶
訓
J
冊
仰
＼
肩

i
l

I
I

I

圃

"

1
l
l
i
i

圃

5

・
コ
ン
セ
ン
ト
（
注l
)
を
確
立
し
、
し
て
、
患
者
食
堂
兼
デ
イ
ル
ー
ム
を
設

Jぶ
雑

闊
口
〗
〗
[
[
口
〗

〗[
[
[
[
[
[

N〗□冒□
t
t
t
[
[
8
n
8
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〗
[
[
[
[
〗

汀
0ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い

'
d〗l〗

■1月1
0日は
「
1
1
0

番
の
日
」
S今
年
▽
講
師
相
談

員1
1
労
働
省
東
泉
女
性

で
110
番
制
度
創
立
50
周

年

少

年

室

、

21
世
紀
職
業
財
団

▽
こ
ん
な
時
に
は

110
番
を
11
①
泥
棒
が

▽
申
込
み
先
11
東
京
都
立
川
労
政
事
務

い
る
、
事
件
に
遭
っ
た
②
け

ん

か

・

交

所

(
6
5
2
5
.
6
1
1
0
)

平成11年 4月～14年 2月

平成 14年 6月（予定）

•• ． 

ふ即

こ
輝
嘉
江

市
立
病
院
の
建
て
替
え
事
業
計
画
に

つ
い
て
、
昨
年
の
夏
こ
ろ
か
ら
、
今
後

の
福
祉
と
医
療
制
度
の
動
向
、
高
齢
者

へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
顆
を
整
理
し
、

市
全
体
の
財
政
計
画
や
経
営
感
覚
に
配

慮
し
て
の
再
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
、
元
の
計
画
に

近
い
形
で
進
め
る
こ
と
と
な
り
、

9
月

末
日
で
設
計
業
務
が
完
了
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
せ
し
ま
す
。

市
立
総
合
病
院
は
昭
和
36
年
10
月
に

町
立
国
民
健
康
保
険
病
院
と
し
て
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数
回
に
わ
た

る
増
築
と
改
修
を
行
う
と
と
も
に
診
療

科
の
拡
允
を
図
り
、
現
在
で
は

162
床
10い

科
の
中
規
模
総
合
病
院
と
し
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
へ
医
療
提
供
の
役
割
を
呆
た

i

i

¥

 

”
冷
t

ペ

J
`

ーロ

． 喝0

案
内
図

至日野

市
長
新
春
座
談
4

、

歯

器

、

＿

虹
誓
疇
瓢

小

尿

眼

、

標

ビ

、
泌
、
科
内
ハ

科

、

科

外

院

リ

外

科

喉

）

（

、

形

膚

咽

う

科

科

模

整

皮

鼻

く

経

酔

規

、

、

耳

う

神

麻

斗

こ

・

工外

科

（

神

科

科

療
科

、
経
人
腔
精
線
ン

医
外科

神

婦

口

、

射

ヨ

内
脳
産
科
科
放
｀
ソ

；」．
、自
y図

げ，い’
，ぷ

>

想

F
]
-

こ
ん
な
病
院
を

E
l

計
画
し
て
い
ま
す

地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、
高
度

医
療
の
分
野
を
担
い
、
質
の
よ
い
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
次
の
よ
う
に
計
画

を
し
て
い
ま
す
。

①
救
急
医
療
体
制
の
充
実

内
科
系
、
外
科
系
、

産
婦
人
科
に
よ

る
3
科
体
制
で
時
間
外
・
休

H
等
の
救

急
医
療
を
行
い
ま
す
。

②
予
約
・
紹
介
制
の
採
用

待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
再
診

予
約
を
行
い
ま
す
。
病
診
連
携
を
推
進

し
、
紹
介
患
者
の
受
け
入
れ
と
他
の
医

療
機
関
へ
の
逆
紹
介
を
積
極
的
に
行

っ

て
い
き
ま
す
。

③
看
護
体
制
の
充
実

1
看
護
単
位
を

50
床
と
し
、

6
看
護

体
制
を
と
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

一般病床 300床

棟100床(2看護単位）

棟100床(2看護単位）

100床(2看護単位）

室、医局、事務室、器堂、
療連絡室

人工透析、
鑓検査部門

診療科、放射線部門、薬
、リ/Jビリテショツ科救急処置
医事部門、総合案内、外来
ール、ラウンジ、

9 こ -←

室、倉庫、

、薬品庫、厨房、更衣
物流センター、霊安室、

◄

各
階
の
配
置

一 - 9 ベ
▲新成人の皆さんと市長のなこやかな会話がはすみます。

親
が
子
供
を
自
由
奔
放
に
し
す
ぎ
て
い

ま
す
。

例
え
ば
陳
列
し
て
い
る
商
品
を
子
供

が
食
べ
て
、
親
が
そ
れ
を
放
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
親
が
結
構
い
る
ん
で
す
。
多

分
、
そ
の
親
の
世
代
は
ス
パ
ル
タ
教
＼

市
長
今
、
ご
み
問
題
は
市
で
も
大
変

で
、
グ
リ
ー
ン
ボ

ッ
ク
ス
と
オ
レ
ン
ジ

ポ
ッ
ク
ス
の

2
年
以
内
の
廃
止
を
提
案

し
ま
し
た
。
ポ
ッ
ク
ス
は
い
つ
で
も
平

気
で
捨
て
ら
れ
、
だ
れ
が
捨
て
た
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
無
責
任
に
目
茶
苦
茶

な
捨
て
方
を
す
る
人
が
い
て
、
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
守
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
本

当
に
困
り
ま
す
。
問
題
は
、
大
人
の
公

徳
心
の
な
い
と
こ
ろ
で
す
ね
＼
下
脱
記

感
じ
る
こ
ぶ
凶
紆
り
ま
せ
L
愕

落

合

新

ッ

羨

り
や
代
議
士

の
不
正
な
？

桟

礼

い

5て
い
ま

す
が
、
今

rな
や
玄
表
面
化

，た
と
恥

う
だ
け
で
、
そ
れ
ま
で
ず

っ
と
続
い
て

丑
汀
汀
汀
『豆
5
い

旦
汀
且
"

し
ょ
う
。

市

長

よ

く

1
人
で
は
駄

H
だ
け
れ
ど

3
人
集
ま
る
と
状
況
は
変
わ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
無
理
せ
ず
地
道
に
活
動

し
て
い
け
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
変

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

「
い

や
だ
」
と

一ー[-
口
う
人
が
い
る
か
ら
と
い
っ

て
や
め
て
し
ま
う
と
、
絶
対
、
良
く
な

ら
な
い
し
変
わ
ら
な
い
と
い
う
思
い
は

あ
り
ま
す
ね
。

そ
れ
で
は
、

rHに
「
こ
こ
は
直
し
た

方
が
い
い
、
こ
れ
は
良
い
」
と
い
う
こ

と
が
あ

っ
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

⑦
地
域
医
療
連
絡
室

の
設
慨

地
域
の
医
療
機
関

•
福
祉
関
連
機
関
と

の
連
携
を
図
る
た
め

の
調
整
窓
口
と
し
て

地
域
医
療
連
絡
室
を

設
置
し
ま
す
。

⑧
そ
の
他

待
ち
時
間
を
少
な

く
す
る
た
め
に
、
電

算
機
の
大
幅
な
活
用

と
再
診
予
約
の
実
施

及
び
院
外
処
方
を
推

進
し
ま
す
。

（注
l
)
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン

ト
・
・
・
患
者
に
治
療
の

内
容
や
目
的
な
ど
を

説
明
し
、
同
意
を
得

た
う
え
で
治
療
す
る

こ
と
。

（注
2
)
免
衷
構
法

…
建
物
と
基
礎
の
間

に
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役

割
を
す
る
装
置

（積

層
ゴ
ム
や
ダ
ン
パ
ー

と
呼
ば
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
吸
収
装
置
）
を

設
置
し
、
建
物
に
伝

わ
る
地
裳
の
力
を
弱

め
る
構
造
に
し
た
も

の
。

l虚｝ 都民名曲サロンシリーズ
日本フィル

｛ギ春をよぷコンサート
=2つの皇帝・華罷なるエンペラーの世界～

曲目 ベートーベン：ピアノ協奏曲第5番「皇帝」
J・シュトラウスI1世皇帝円舞囲ほか

●指揮：小林研一郎
←ピアノ：野村幸代
口午後3時開演
□大ホール
全鵬 一般 2,000円

定大学却下 1,500円

好評発売中

さ
い
ね
と
い
う
形
の
条
例
を
作
り
ま
し

た
。
市
の
甚
本
理
念
は

「水
と
緑
の
文

化
都
市
」
で
す
か
ら
多
床
川
、
浅
JI
の

清
流
や
緑
を
大
切
に
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
市
が
改
善
し
て
欲
し
い
点

は
あ
り
ま
す
か
。

愚
0

病
ヒ

、

叙
st破

の
絶
対
数

娑

浴
ど
恩
い
ま
す

雫

、
浅
川

へ岱

側
に
は
芦
羹

病
院
が
少
な
い
で

す
。
そ
の
ほ
力

i

モ
ノ

f
l
ル
が
開

通
す
る
こ
と
で
の
経
済
効
果
は
ど
う
お

ftい

し

北
を
考
え

る
と
市
の
主
要
施
設
は
｀
並
項
に
あ
り

。
と
も
が
A
"南
北
瀦
差
ほ
話
題
に

と
が
多
く
、
病
院
な
冬
も
均
等

L
 

k
 

な
る
こ

。
こ
れ
は
、

b4 

に
作
り
た
い
の
で
す
が
…

て
努
力
し
な

芯

一
番
の
大
き
な
課
限
と
し

け
れ
は

い
け
な
い
と
思

っ
X
L
ま
す
。

特
別
養
誤
姥
糾
粽

ー
ム
（年
つ
い
て
は

二
つ
建
設
さ
れ
る

t定
で
心。

介
設
保

険
の
始
ま
る
来
年
に
は

5`
p

お
む
ね
必

要
な
数
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

モ
ノ
レ
ー
ル

の
経
済
性
で
す
が
、

立

川
市
の
お
店
が
日
野
市
か
ら
お
客
さ
ん

を
獲
得
す
る
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、

立
川
市
や
八

t
子
市
の
よ
う
な
繁
艇
街

に
な
る
こ
と
だ
け
が
街
の
目
指
す
べ
き

道
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
渋
谷
と
新

宿
の
問
の
原
宿
と
い
う
街
の
よ
う
に
若

い
人
が
散
策
で
き
る
よ
う
な
環
境
優
先

で
緑
や
旧
跡
の
多
い
、
品
の
あ
る
街
を

考
え
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

落
合
僕
は
高
校
の
時
に
十
方
歳
三
の

研
究
を
し
ま
し
た
。
士
方
歳
三
資
料
館

に
行

っ
た
ら
月
1
回
し
か
開
館
し
て
い

な
く
て
、
で
き
れ
ば
市
で
バ

ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
も

っ
と
大
々
的
に
取
り
上
げ
れ

ば
、
ま
ち
お
こ
し
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

市
長

H
野
市
で
は
昨
年
初
め
て
新
選

組
展
と
い
、
？
企
画
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
フ

ァ
ン
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
大
変
盛
況
で
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
い
け

中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
で

一
市
内
の
生
徒
が
優
秀
な
成
績

平
成

10
年
度
の

「中
学
生
の
税
に
関

す
る
作
文
」
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
佐
藤
弘

ま
せ
ん
ね
。

浅
野

高
齢
社
会
に
向
か

っ
て
応
急
処

置
や
身
体
障
害
者
の
ケ
ア
の
仕
方
な
ど

の
講
座
の
紹
介
を
し
て
欲
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
と
っ
さ
の

場
合
の
知
識
を
持
つ
機
会
を
与
え
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

早
坂
僕
の
学
校
は
、
多
序
動
物
公
園

駅
の
近
く
で
す
が
モ
ノ
レ
ー
ル
が
で
き

て
青
梅
方
面
の
人
が
大
変
喜
ん
で
い
ま

す
。
で
も
、
で
き
る
ま
で
に
時
問
が
か

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
と
、
田
舎
と
言
わ
れ
て
も
他
の
町

の
人
に
誇
れ
る
ぐ
ら
い
緑
が
残
っ
て
い

る
こ
と
が
僕
の
望
み
で
す
。

今
、
時
代
の

大
き
な
変
り

H

市
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

回
あ
ま
り
厳
し
い
話
題
が
出
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
私
が
受
け
た
印
象
は
、
皆
さ

ん
前
向
き
に

一
人
ひ
と
り
の
人
生
を
生

き
て
い
ら

っ
し
ゃ
っ

て
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。昔
か
ら
、

B
野
市
は
、

先
進
的
で
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
が

得
意
な
人
が
住
む
街
で
し
た
。
甲
州
街

道
や
川
崎
街
道
、
多
序
川
や
浅
川
が
あ

り
、
人
の
往
来
が
激
し
く
、
他
の
地
域

の
人
々
の
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
よ

う
と
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
訳
で
、
悴

業
を
成
し
遂
げ
た
人
が
た
く
さ
ん
輩
出

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
よ
う
な
土
地
に
育

っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
自
分
が
し
て

い
る
こ
と
が
世
界
を
変
え
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
、
く
ら
い
の
発
想
を
持
っ

て
勉
強
し
た
り
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
あ
な
た
が
た
の
よ
う
な
若
い
人
た

ち
が
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
日
野
市
民

と
し
て
世
に
出
て
行
く
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。今
年
が
、
皆
さ
ん
に
と

っ

て
す
ば
ら
し
い
年
に
な
る
よ
う
、
そ
し

て
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
期
待

し
て
い
ま
す
。

（
市
長
公
室
）

樹
さ
ん
（
―
-中
）
が
東
京
国
税
周
長
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
市
内
の
生
徒
が
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
表
彰
式
は

12
月
2
日
に
、
市
役
所
庁
議
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
（
写
真
）
。主
な
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

空
束
京
国
税
局
長
賞
11
佐
藤
弘
樹
(
-―

中
）
※
東
点
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会

長
貨
、
南
多
摩
納
税
貯
蓄
組
合
総
迪
合

会
会
長
優
秀
賞
も
受
賞

▽
八
王
子
都
税
事
務
所
長
賞
11
士
田
知

佳

（一二
沢
中
）
※
而
多
摩
納
税
貯
蓄
組

合
総
連
合
会
会
長
賞
も
受
賞

叉
南
多
摩
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長

賞
＂
友
田
景
子
(

-
中
）
、
加
藤
圭
(
-
―
―

沢
中
）
、
田
中
麻
衣
子
（
三
沢
中
）

※
ほ
か
に
多
数
の
方
が
、

H
野
市
納
税

貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞
を
受
賞
。

（
納
税
課
）

◎
 

ともにfをとり うるおいのあるまちに 支えあい助けあうまち H野のまち
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はのすみ扱

[息汀汀段ポールで
::、 国［鱈‘‘橋’'を作ろう
だすない l と
つ か 構 で ル 即
て？ 造 はで‘
夢 机物 びすじ
で や に つ が や
は い な く ‘ま
なするり組 者

今
年
度
の
こ
と
ぶ
き
大
学
集
中
セ

ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は

「記
憶
力
強
化

法
j

で
す
。
講
義
の
ほ
か
に
ゲ
ー
ム

感
覚
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
楽
し
め
ま

す
。
「
年
を
と
る
と
頭
脳
も
老
化
し
、

物
忘
れ
も
ひ
ど
く
な
る
」
と
い

っ
た

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
打
破
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
日
程

・
内
容
11
別
表
の
と
お
り

▽
時
間
11
午
後
2
時
15
分
S
3
時
45

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

分

▽
申
込
み

1
1
1
月
8
日
改
（
必
着）
ま

▽
会
場
11
生
活

・
保
健
セ
ン
タ
ー

で

に

往
復

ハ
ガ
キ
で

(1
人
1
枚
）。

▽
講
師

11
松
本
幸
夫
氏

（ヒ
ュ
ー
マ

往
信
用
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

ン
・
パ
ワ
ー
研
究
所
所
長

）

電

話

番

号

を
記
入
し、

H
野
市
教
育

▽
対
象
11
市
内
在
住

・
在
勤
の
60
歳

委

員

会

生

涯

学

習

課

こ
と
ぶ
き
大
学

以
上

の

方

集

中

セ
ミ
ナ
ー
係

(〒
191ー

8
6
8

▽
定
貝

1130
人
※
申
込
多
数
の
場
合

6
住
所
不
要
）
へ

は
抽
選
。
昨
年
度
受
講
さ
れ
た
方
は

▽
問
合
せ
先

11
生
涯
学
習
課

―
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＝
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―
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い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
8
時

1
1
1
月
23
日
山
午
前
9
時
30

分
S
正
午

マ
会
場
11
都
立
科
学
技
術
大
学

▽
内
容
11
材
料
力
学
に
つ
い
て
の
簡

単
な
講
義
と
実
験
（
紙
コ

ッ
プ
の
強
度

を
調
べ
る
実
験
、
段
ボ
ー
ル
を
使
い
人

の
乗
る
こ
と
の
で
き
る
橋
作
り
）

▽
講
師

11
坂
木
修
次
氏

（
都
立
科
学

技
術
大
学
教
授
）

▽
対
象
11
中
学

・
高
校
生

▽
定
員

1130
人

（先
着
順）

▽
持
ち
物
11
定
規
、
カ

ッ
タ
ー

※
都
立
科
学
技
術
大
学
後
援
。

‘,＇/
 

▽
申
込
み

1
1
1
月
4
日
旧
か
ら
生
活

課

(6
5
8
1
.
4
1
1
2
)

へ

村の橋は村の体重
に耐えられるか？

●記憶力強化法日程表

日 ．程 内 容

1月22日（金） 先入観を取り去る～頭を柔軟にしよう～

29日（金） 頭脳のしくみを知る～記憶のメカニズム～

2月 5日（金） 体の動かし方を知る～心身一如の法則～

19日（金） 日常生活への応用～暮らしの中での記憶術～

26日（金） 頭脳開発の考え方～記憶術から頭脳開発へ～

＊
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
へ
の
招
待

S

N
H
K
特
集
「
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
」

か
ら
（
高
齢
者
市
民
企
画
）

N
H
K
と
フ
ラ
ン
ス
の
テ
レ
ビ
ー

が
共
同
制
作
し
た
番
組

「
ル
ー
ブ
ル

美
術
館
」
。
今
回
は
日
本
側
の
制
作

責
任
者
で
あ

っ
た
斉
藤
陽
一

氏
に
よ

る
、
番
組
の
ウ
ラ
話
を
交
え
た
連
続

講
座
で
す
。
多
数
の
ス

ラ
イ
ド
で
、

人
類
の
遺
産
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
美

を
、
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

▽
日
程

・
内
容

1
1
1
月
9
日
山
…
文

明
の

曙

＼
オ
リ
エ

ン
ト、

エ
ジ
プ
ト

/
16
日

甲
・
・
地
中
海
世
界
の
輝
き

S
、
ー

，

2
月
6
日
土‘,＇＼
 

ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
／

…
人
間
の
発
見

S
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
／

け

田

…
バ
ロ
ッ
ク

の
光
と
影

S
イ、̀l

タ
リ
ア
、

ス
ペ

イ
ン
／
3
月
6
日
は

…
ロ
マ

ン
主
義
か
ら
近
代
絵
画

へ
S

フ
ラ
ン
ス

▽
時
間

11
午
後
2
時
S
4
時

▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
定
員
11
60
人

（
先
着
順
）

▽
費
用

11
各
回
300
円
（
資
料
代
）

閏
▽
日
程

・
内
容

・
担
当
団
体
11
別
表

ヱ
時
間

11
午
後
1
時
S
3
時

▽
会
場
11
生
活
の
広
場
（
生
活

・
保

健
セ
ン
タ
ー
前
庭）
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温

水

フ

ー

ル

で

ワ

ン

ポ

羞

員

11
各

15
人

イ

ン

ト

ア

ド

バ

イ

ス

▽
費
用
11900
円
（
プ
ー
ル
使
用
料
）

、

と

短

期

水

泳

教

室

▽
申
込
み

11
1
月

甘

（

（

必
着）

●

ワ

ン

ポ

イ

ン

ト

ア

ド

バ

イ

ス

ま

で

に

往
復

ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

ら、

次
の
時
間
帯
に
プ
ー
ル
の
監

視

号

、
希
望
会
場

(
A
か
B
)
、
泳
力

員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（

顔

が
つ
け
ら
れ
る
な
ど
）
を
記
入

▽
日
時

1
1
1
月
12
日
因
S
1
5
日
②
午

し
、
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
日
野

後
1
時
S
2
時
、
午
後

6
時
S
7
時

市

水
泳
教
室
係

(〒
191ー

0
0
6
2

▽
会
場

・
問
合
せ
先

11
生
活

・
保

健

多

摩

平

4
の
3
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)

セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル

(6
582
.

0

0

0

ヘ

1
}五
〗且
い
い
くー
必
▼
瑾
丘
恥
旺
口
＂

1
1
1
月
4
日
月

●
短
期
水
泳
教
室

▽
日
程

▽
日
程

1
1
1
月
19
日
(

.21
日
困

・

▽
区
分

・
会
場

・
集
合
時
間

11
テ
ニ

22
日

②

ス

個
人
…
市
役
所
1
階
101
会
議
室
に

▽
会
場

・
時
間

・
対
象

II
A
生
活

・

午
後
7
時
／
テ
ニ

ス
団
体
…
テ
ニ

ス

保
健
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

（
午
後
1
時

コ
ー
ト
受
付
事
務
所
（
二
中
ク
ラ
プ

S
2
時）

…
ま

っ
た
＜
泳
げ
な
い
成

ハ
ウ
ス
内
）

に
午
前
9
時

人
／
B
束
部
会
館
プ
ー
ル

（午
後
6

※
多
摩
平
第

一
公
園
、
旭
が
丘
中
央

時
＼
7
時）

．．． 

泳
カ
2
5〗ぃ
以
上
の
方
公
園
野
球
場

は
3

月
末
日
ま
で
冬
期

で
ク
ロ
ー
ル
を

マ
ス
タ
ー
し
た
い
成

閉
鎖
し
ま
す
。

人
※
い
ず
れ
も
全
日
参
加
の
こ
と

▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

公民館
唸心の⑫し

お申し込みは
合 581-7580
（月曜・祝日休館）

日程 内容 担当 団体

石けん販売
日野市消費者運動連絡会

14日 云581-4112（生活課内）

（木） 廃食油からの 日野第一生活学校
石けんづくり ff581-0265 

資源回収
28日 （びん、毎新聞紙、雑誌、 市民自治学園OB会

（木） 古布、段ボール、牛乳パック） ft585-l 308 

※「廃食油からの石けんづくり」に参加の方には廃食油石けんを差し上げます。

亡
闘
噂
0
0
X
0

丘
0
x
x
o
o
o
o
o
o
x
o
o
o
o
o
o
x
0

事虹
85

〇
△
戸
岬
瓢
は

咋

日
野
山
荘

X

X

X

X

 
X
•

o
xx
oo~

•

xx
ooooo

•

000000

•

x
o 

こ
の
春
、
七
生
中
の
新
入
生
に
な

る
小
学
6
年
生
と
中
学
生
の
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。
6
年
生
の
皆
さ
ん

は、

目
前
に
せ
ま

っ
た
中
学
校
生
活

に
い
ろ
い
ろ
な
期
待
と
不
安
を
持
っ

て
い

る
と
思
い
ま
す
。
不
安
を
吹
き

飛
ば
し
、

大
き
な
希
望
を
も

っ
て
中

学
校
生
活
を
ス
タ

ー
ト
す
る
た
め

に、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▽
日
時

1
1
1
月
16
日
山
午
後
0
時
45

分
S
3
時

▽
会
場
11
七
生
中
食
堂
ほ
か

▽
内
容
11
七
生
中
在
校
生
の
企
画
に

よ
る
様
々
な
角
度
か
ら
の
学
校
紹
介

※
昼
食
あ
り
。

▽
対
象

11
七
生
中
地
区
の
小
学
6
年

生▽
問
合
せ
先
11
七
生
中
地
区
青
少
年

育
成
会
（
若
松

6
591
.
2
0
5
6
)

•
-
ニ
ー
―
一
ー
疇
鹸
薔

「
環
蜆
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

地
球
環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
こ
と

を
狙
い
と
し
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
(I
S
o
l
4
0
0
1
等）

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時

1
1
1
月
16
日
山
午
後

1
時
30

分
S
4
時

▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505
会
議
室

▽
溝
師
11
横
瀬
伸

一
氏
（
市
民
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
）

叉
疋
員

11
100
人

（
先
着
順
）

▽
申
込
み
先

11
環
境
保
全
課

ー
頭
脳
を
活
性
化
さ
せ
て
健
康
に
な
ろ
う
ー

こ
と
ぶ
き
大
学
集
中
セ
ミ
ナ
ー

『
記
憶
力
強
化
法
』

▽
日
程
・
会
場

1
1
1
月
6
日
因
・
20
日

困
…
高
幡
図
書
館

(6
5
9
1
.
7
3
2

2
)
／
1
3
日

困
：
中
央
図
書
館

(
6

581
.
7
3
5
4
)
／
27
日
因
…
多
摩

乎
児
童
図
書
館

(6
581
.4
7
4
4
)

▽
時
間

・
対
象
11
①
午
後
3
時
…
幼

児
②
3

時
3
0分
…
小
l

•

小
2

®
4

時
…
小
3
以
上

※
1
月

15
日
②
は
祝
日
の
た
め
図
書

館
は
お
休
み
で
す
。

)
汀認＂

冬
に
な
る
と
落
葉
樹
は
葉
を
落
と

し
て
休
眠
し
、

春
に
備
え
て
冬
芽
を

作
り
ま
す
。
冬
芽
は
様
々
な
表
情
を

し
て
い
て
、
よ
く
観
察
す
る
と
木
の

種
類
が
分
か
り
ま
す
。

▽
日
時

1
1
1
月
23
日
山
午
前
10
時
S

正
午
※
雨
天
実
施

▽
会
場
11
南
平
丘
陵
公
園
※
集
合
は

同
公
園
管
理
棟
。
当
日
自
由
参
加

▽
指
溝
11
束
京
都
み
ど
り
の
推
進
委

員
日
野
地
区
会

▽
問
合
せ
先
11
緑
と
清
流
課

。IIU―闘『-・門
●

親

f
で
楽
し
む

わ
ら
べ
う
た

▽
日
時1
1
1月

2
2日
②

•
2
9日
②
午

前
10
時
S
1
1
時
30
分

▽
会
場
11
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11
わ
ら
べ
う
た
・

子
育
て
お

し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム

▽
講
師
11
木
村
は
る
み
氏
（
コ
ダ
ー

イ
芸
術
教
育
研
究
所
）

▽
対
象

1
1
1
歳
S
3
歳
の
子
と
親
※

親
子
共
運
動
可
能
な
服
装
で
参
加
を

▽
定
員

11
各
日

20
組
※
兄
弟
の
い
る

方
は
申
し
込
み
時
に
相
談
を

▽
申
込
み
1
1
1
月
5
日
因
午
前
9
時

か
ら
児
童
福
祉
課
子
育
て
相
談
担
当

(6
586
.
1
1
7
1
)

へ

6
年
生

交
流
会

び
の
児
童
館

仁
忙
，

6
581
.
7
6
7
5

①
跳
び
箱
王
者
決
定
戦

▽
日
時

11
8

日
午
後
2
時
S
4
時
〉
対
象
11
小
学

生
20
人
②
七
宝
焼
き
を
作
ろ
う

▽
日

時

11
20
日
午
後

2
時
30
分
S
4
時

30

分
〉
対
象
11
小
1
以
上
30
人

▽
費
用

11
300
円
③
七
生
ク
ラ
ブ
の
み
ん
な
と

う
ど
ん
を
作
ろ
う

▽
日
時

11
23
日
午

前
10
時

S
正
午
▽
対
象
11
小
1
以
上

20
人

▽
費
用

11
50
円
※
①
＼
③

い
ず

れ
も
4
日
か
ら
申
し
込
み
を
＊
映
画

会
ヲ
ァ
イ
ナ
ル
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

(26
日

・
27
日）

祠
色
ひ
が
お
か
児
童
館

霞
H
沿

6
5
8
3
.
4
3
4
6

9
翌
怜
h
,

g"

①
ゆ
び
編
み
で
マ
フ
ラ
ー
を
編
も
う

▽
8
時

11
9
日
午
後

1
時
30
分
S
3

時
30
分
▽
対
象
11
小
3
以
上

10
人
▽

持
ち
物
11
太
い
毛
糸
②
手
作
り
絵
本

▽
日
時
11
13
日

・
20
日
午
後
2
時

30

分
S
4
時
▽
対
象
11
小
学
生
と
大
人

各

10
人

▽
③
つ
く
ろ
う
七
宝
焼
き

▽

日
時

11
23
日
午
後

1
時
30
分
S
3
時

30
分
▽
対
象

11
小
学
生

30
人
▽
費
用

11
300
円
※
①
②
は
4
日
か
ら
（
②
は

午
後
3
時
か
ら）
‘③
は
11
H
午
後
3

時
か
ら
申
し
込
み
を
＊
つ
く
ろ
う
パ

ン

(23
日）

じ
ん
め
い
児
童
館6

583
.6
5
8
8
 

じ’
’

①
チ
ャ
レ
ン
ジ
け
ん
玉

▽
日
時
11
14

日
午
後
3
時
30
分
S
4
時
30
分
▽
対

象
11
小
1
以
上

30
人
②
ち
び
っ
こ
の

日
▽
日
時

11
20
日

・
27
日
午
前

10
時

30
分

S
IE午
▽
対
象
11
乳
幼
児
と
親

③
手
話
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
募
集

▽

8
程

1
1
2
7
H
午
後
3
時
ー

4
時
▽
対

象
11
小
1
以
上

30
人
＊
映
画
会
「
小

さ
な
バ
イ
キ
ン
グ
・
ビ
ッ
ケ
」

(
8
日）

＊
凧
を
作
ろ
う

(16
日）

＊
ク
ッ
キ

ン
グ
・
フ
ル
ー
ツ
大
福

(20
日）

＾
皿
＿1
月
の

児
童
館

／
 
＇ 

¥、
(~ 

ひ
ら
や
ま
児
童
館

”

6
592
.6
8
1
1
 

rl

i

i

,

 

①
映
画
会
「
母
を
た
す
ね
て
―
-
＿
千
里
」

▽
8
時

11
20
日
午
後
2
時
30
分
S
4

時
②
ク
ッ
キ
ン
グ
・
リ
ン
ゴ
の
グ
ラ

タ
ン

▽
日
時

11
23
日
午
前
10
時
S
l
l

時
30
分
、
2
7
8
午
後
2
時
30
分
S
4

時
30
分
▽
対
象
11
小
学
生
各
20
人

▽

費
用

11
60
円
▽
持
ち
物

11
エ
プ

ロ

ン、

三
角
布
、
ハ
ン
カ
チ
③
新
春
お

茶
会

▽
日
時

11
2
3
8
午
後
2
時
S
3

時
30
分
▽
定
員

11
20
人

▽
費
用

11
50

円
※
②
③
は
5
日
か
ら
申
し
込
み
を

＊
チ
ビ
ッ
コ

W
A
に
な
っ
て
あ
そ

ぽ
う

(2
1
8
.
26
日）

も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館

[

6
591
.
7
0
0
1
 

①
わ
い
わ
い
新
年
お
た
の
し
み
会

▽

日
時

11
8
日
午
後
2
時
S
3
時
30
分

▽
対
象

11
小
学
生
▽
費
用

1110
円
（
綿

菓
子
代
）
②
動
物
の
焼
き
物
を
作
ろ

ぅ

▽
日
時

11
9
日
午
前
10
時
S
正
午

▽
対
象

11
小
1
以
上
10
人

▽
費
用

11

200
円
③
サ
ク
サ
ク
ま
ぜ
て
簡
単
ア
ッ

プ
ル
ケ
ー
キ

▽
日
時

1127
日
午
後

2

時
30
分
S
4
時
30
分

▽
対
象

11
小
1

以
上
18
人

▽
費
用

11
100
円
▽
持
ち
物

11
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
布
、
ハ
ン

カ
チ

※
②
③
は
4
日
か
ら
申
し
込
み
を
＊

映
画
会
「
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
」
ほ

か

(20
日

・
21
日）

が`
さ
わ
児
童
館

6
591
.3
4
5
6
 

一①
お
は
な
し
会

▽
日
時

11
22
日
午
後

3
時
45
分
S
4
時
30
分
②

l
l
l

二
先
生

の
折
り
紙
の
く
す
玉
作
り

▽
日
時
11

25
日
午
後
3
時
30
分
ー

4
時
30
分
▽

対
象
11
小
1
以
上
③
つ
く
ろ
う
ウ
サ

ギ
と
ハ
ー
ト
の
マ
ス
コ
ッ
ト

▽
日
時

11
27
日
午
後
2
時
30
分
S
4
時
30
分

▽
対
象

11
小
4
以
上
20
人

▽
費
用

11

250
円
※
4
日
か
ら
申
し
込
み
を
＊
つ

く
ろ
う
ボ
ン
ボ
ン
う
さ
ぎ

(6
日）

＊
北
風
修
理
屋

(
8
日）

＊
つ
く
ろ

う
ポ
プ
リ
の
帽
子

(11
日）

＊
チ
ャ

レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会

(26
日）

ともに fをとりやすらきのあるまちに ◎
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＊
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
案
内
説
明
会

▽
日
時
1
1
1
月
5
日
・

19
日
午
前
9

時
3
0
分
か
ら
▽
会
場
1
1
市
立
シ
ル
バ

1
人
材
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
1
1
シ
ル
バ

ー
体
験
記
、
概
要
説
明
▽
問
合
せ
先

1
1
日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
1
.
8
1
7
1
)
 

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
カ
ル
ロ
ス
さ
ん
の
や
さ
し
い
ス
ペ

イ
ン
語
▽
日
時
1
1
昼
コ
ー
ス
…
1
月

18
日
S
3
月
29
日
の
毎
週
月
曜
日
午

前
10
時
S
1
1
時
3
0
分
／
夜
コ
ー
ス
…

1
月
2
1
日
S
3
月
25
日
の
毎
週
木
曜

日
午
後
7
時
S
8
時
3
0
分
▼
時
事
英

語
「
国
際
社
会
と
日
本
」
マ
日
時
1
1

1
月
19
日
S
3
月
16
日
の
月
2
回
火

曜
日
午
後
1
時
3
0
分
S
3
時
3
0
分
▼

英
米
文
学
入
門
・
パ
ー
ル
バ
ッ
ク

「大
地
』
を
読
む
▽

H
時
1
1
1
月
26

日
S
6
月
8
日
の
月
2
回
火
曜
日
午

後
1
時
3
0
分
S
3
時
3
0
分
烹
親
子
ふ

れ
あ
い
「
さ
く
ら
ん
ぽ
」
▽
日
程
II

水
曜
コ
ー
ス
…
1
月
13
日
S
3
月
1
7

日
の
毎
週
水
曜
日
／
木
曜
コ
ー
ス
…

1
月
7
B
S
3
月
18
日
の
毎
週
木
曜

H
※
2
月
1
1
日
を
除
く
▽
時
間
1
1
午

前
1
1
時
10
分
ー
正
午
▽
対
象
1
1
1
歳

6
カ
月
ー
2
歳
3
カ
月
児
と
親
▼
わ

く
わ
く
1
泊
ス
キ
ー
▽
日
程
1
1
2
月

2
7
日
S
2
8
日
▽
場
所
1
1
富
士
見
高
原

ス
キ
ー
場
▽
対
象
1
1
小
ー
＼
中
3
▽

定
員

"
2
0
人
▼
は
じ
め
て
弾
く
人
の

た
め
の
懐
か
し
の
ウ
ク
レ
レ
▼
ゆ
っ

た
り
の
ん
び
り
バ
リ
ア
フ
リ
ー
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
旅
▼
中
高
年
の
た
め

の
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
キ
ー
野
沢
温
泉
＆

北
海
道
ス
キ
ー
▼
中
高
年
歩
く
ス
キ

ー
文
中
高
年
の
た
め
の
社
交
ダ
ン
ス

入
門
「
タ
ン
ゴ
・
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」

は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会
場

1
1
同
セ
ン
タ
ー
※
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
を
▽
問
合
せ
先
1
1
同
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
2
.
3
1
3
6
)
 

＊
市
内
公
立
小
・
中
学
校
書
き
初
め

展▽
日
時
1
1
1
月
16
日
午
後
1
時
＼
4

時
、
1
7
日
午
前
9
時
S
午
後
3
時
3
0

分
▽
会
場
1
1
市
民
会
館
展
示
室
▽
問

合
せ
先
1
1
高
幡
台
小
（
井
上
6
5
9
1
.

7
0
1
1
)
 

＊
地
図
展
「
地
図
カ
レ
ン
ダ
ー
と
地

図
入
り
年
賀
状
」

▽
日
時
1
1
1
月
16
日
S
2
1
日
午
前
10

時
＼
午
後
4
時
▽
会
場
1
1
高
幡
図
書

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
※
1
月
10
日
（
必
着
）

ま
で
地
図
入
り
年
賀
状
を
募
集
中
。

地
理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
会
（
〒

191
|
0
0
3
2
三
沢
4
の
2
8
の
8
)

あ
か
れ
ん
が

『
日
野
市
の
近
代
化
と
赤
煉
瓦
』

『薯
nし
の
道
具
今
．
昔

;
冬
の
生
活
道
具
と
そ
の
周
辺
ー
』

匿匿冒
＊
新
春
市
民
環
境
講
座
「
大
地
の
揺

れ
と
惑
星
・
地
球
の
シ
ス
テ
ム
」

▽
日
時
1
1
1
月
9
日
午
後
1
時
3
0
分

S
4
時
▽
会
場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
1
1
佐
藤
典
人
氏
（
法
政

大
学
教
授
）
の
講
演
と
音
楽
シ
ョ
ー

▽
費
用
1
1
5
0
0
円
▽
問
合
せ
先
1
1
日
進

会
（
宮
入
6
5
8
3
.
7
2
9
1
)

＊
ス
コ
レ
ー
学
園
新
春
市
民
講
座

「
生
き
が
い
は
こ
う
し
て
つ
く
る
」

▽
日
時
1
1
1
月
10
日
午
後
1
時
S
4

時
3
0
分
▽
会
場
1
1
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
1
1
瀬
沼
克
彰
氏
（
桜
美

林
大
学
教
授
）
の
講
演
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
ほ
か
▽
費
用
1
1
5
0
0
円
▽
問
合

せ
先
1
1
宮
入
（
6
5
8
3
.
7
2
9
1
)

＊
日
本
語
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

▽
日
時
1
1
1
月
13
日・

20
日
・
2
7
日
、

2
月
3
日
午
後
2
時
S
4
時
▽
会
場

1
1
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
講
師
"

酒
入
郁
子
氏

(
N
H
K
学
園
講
師
）

※
経
験
者
向
け
の
コ
ー
ス
で
す
が
、

初
心
者
も
歓
迎
▽
定
員
1
1
3
0
人
▽
費

用
1
1
2
千
円
▽
申
込
み
1
1
1
月
8
日

ま
で
に
日
野
市
国
際
交
流
協
会
(
6

8
6
.
9
5
1
1
)
へ

5
 

＊
学
習
会
「
学
童
ク
ラ
ブ
の
歩
み
と

役
割
」

▽
日
時
1
1
1
月
2
3
日
午
後
1
時
3
0
分

S
3
時
3
0
分
▽
会
場
1
1
生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
講
師
1
1
古
谷
健
太
氏
(
-――

多
摩
学
童
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
）

▽
問
合
せ
先
1
1
日
野
市
学
童
連
絡
協

議
会
（
松
川
6
5
9
2
.
9
0
1
2
)

＊
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
水
環
境
の
再
生
に

む
け
て
」

▽
日
時
1
1
1
月
2
3
日
午
後
1
時
3
0
分

S
4
時
3
0
分
▽
会
場
1
1
市
役
所
5
階

505
会
議
室

▽
講
師
1
1
忌
部
正
博
氏

（
雨
水
貯
留
浸
透
技
術
協
会
）
ほ
か

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
1
1
新
藤
静
夫

氏
（
千
葉
大
学
教
授
）
▽
問
合
せ
先

1
1
浅
川
勉
強
会
（
山
本
6
5
8
3
.
6
7

8
8
)
 

＊
地
理
・
地
図
・
旅
の
講
座

▽
内
容
・
日
程
1
1
R
世
界
の
旅
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
旅
…
毎
月
第
2
•
第
4

ヘ
▽
問
合
せ
先
1
1
菊
澤
(
6
5
9
1
.
3

3
7
8
)
 

金
曜
日
／
R
地
図
・
時
刻
表
を
楽
し

も
う
・
・
2
月
か
ら
第
1
•
第
3
金
曜

日
▽
定
員
11
各
20
人
▽
費
用
1
1
月
5
0
0

円
（
資
料
代
）
▽
申
込
み
1
1
ハ
ガ
キ
で
、

地
理
講
座
申
し
込
み
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
コ
ー
ス
の
記
号
を
記
入
し
、
地

理
・
地
図
・
旅
を
楽
し
む
会
(
〒
1
9
1

ー

0
0
3
2
三
沢
4
の
2
8
の
8
6
5
9
1

.
3
3
7
8
菊
澤
）
へ

＊
マ
ン
ド
リ
ン
グ
ル
ー
プ
「
ラ
・
フ

ォ
ン
テ
ー
ヌ
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
S
4
時
に

女
性
七
ン
タ
ー
で
▽
対
象
1
1
ギ
タ
ー

伴
奏
経
験
者
※
初
心
者
も
可
▽
費
用

1
1
月
5
千
円

▽
問
合
せ
先
1
1
保
科

(
6
5
8
1
.
5
3
4
1
午
前
9
時
S
正

午）＊
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
「
ス
テ
ッ
プ
」

▽
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
3
0
分
S
正

午
に
市
民
陸
上
競
技
場
で
※

40
歳
ー

60
歳
代
の
方
歓
迎

▽
持
ち
物
1
1
タ
オ

ル
▽
費
用
1
1
入
会
金
1
千
円
、
月
2

千
5
0
0
円
▽
問
合
せ
先
1
1
佐
久
間
(
6

5
8
4
.
5
1
2
3
午
後
6
時
以
降
）

＊
高
齢
者
の
家
事
手
伝
い
と
簡
単
な

介
護
を
し
て
く
れ
る
方
を
募
集

▽
特
に
夕
方
、
土
曜
・
日
曜
日
に
お

手
伝
い
し
て
く
れ
る
方
※
不
用
な
介

護
用
品
の
寄
付
を
。
取
り
に
伺
い
ま

す
▽
問
合
せ
1
1
1
月
5
日
か
ら
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
高
齢
者
生

活
サ
ー
ビ
ス
ハ
ッ
ピ
ー
ケ
ア
（
鈴
木

6
5
8
5
.
6
4
8
4
)
へ

＊
親
子
い
っ
し
ょ
に
劇
r
J

っ
こ
「
も

り
の
た
ぬ
き
さ
ん
」

▽
日
程
・
会
場
1
1
1
月
19
日
・
・
東
部

会
館
／
26
日
…
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
▽
時
間
1
1
午
前
10
時
3
0
分
S
正
午

▽
出
演
1
1
大
森
靖
枝
さ
ん
（
劇
団
風

の
子
束
京
）
▽
対
象
1
1
2
歳
児
以
上

と
親
＞
費
用
1
1
親
子
で
2
千
円
▽
申

込
み
先
1
1
子
育
て
サ
ー
ク
ル
い
ち
ご

の
会
（
中
川
6
5
8
6
.
0
1
9
9
)

．
 

f
 

1
,＇ 

＼
 

1

,

!

:

1

¥

l

,

1

,

、

霞

ヽl

1
.
'し

'

,

．
．
 し
、

ー
，1・

冬の昧霞満載

沼導・
両導ヘ

＂ってみませんか
沼津、佐渡・両津の民宿・旅館等に宿泊の方の宿泊料を割り引

く「日野市海の家事業」。 1年中いつでもこ利用できます。市民の
皆さん、冬の味覚を本場で味わってみませんか？

日
野
山
荘
・
大
成
荘

コ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
使
用
は

往
復
ハ
ガ
キ
で
の
抽
選
と
な
り
ま
す

乗
鞍
高
原
日
野
山
荘
と
八
ヶ
岳
高

▽
宿
泊

8
数

1
1
2
泊
3
日
ま
で

原
大
成
荘
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
▽
申
込
み
1
1
1
月
14
日
困
（
必
着）

(
4
月
29
日
⑧
S
5
月
5
日
②
）
の
宿
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

泊
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み
く
面
の
書
き
方
は
別
表
参
照
、
返
信
用

だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
は
ど
ち
ら
か
の
施
表
面
に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
を
記

設
を
選
び
、
1
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
1
入
し
、
⑤
日
野
市
企
業
公
社

(〒
1
9
1
1

通
と
し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
結
果
は
0
0
1
1
日
野
本
町
2
の
4
の
7
)

1
月
29
日
②
ご
ろ
発
送
予
定
で
す
。

ヘ

▽
抽
選
で
使
用
決
定
す
る
期
間
1
1
4
※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
の
空

月
29
日

⑧

S

5

月

5

日

⑧

き

室
の
問
い
合
わ
せ
、
抽
選
後
の
空

「
日
野
市
海
の
家
事
業
」
を
利
用

し
て
、
沼
津
と
両
津
に
宿
泊
す
る

場
合
は
、
1
人
あ
た
り
1
泊
2
千

円
を
補
助
し
ま
す
。
1
回
あ
た
り

4
泊
ま
で
可
能
で
す
。
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

日
野
市
海
の
家
事
業
に
つ
い
て

の
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
国
日

野
市
企
業
公
社

(6
5
8
7
.
2
4
3

7
)

へ
。

2
食
付
き
8
千
円
（
税
別
）
で
す
。

佐
渡
汽
船
の
運
賃
が
20
％
引
き
、
レ

ン
タ
カ
ー
が
3
0
ー
25
％
引
き
な
ど
様

々
な
特
典
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

一

用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
2
月
1
1
日
圏
に
は
、
冬
の

海
の
味
覚
の

王
様
カ
キ
の

「第
13
回
加
茂
湖
か
き
ま
つ

↑

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当

日
は
、

士
手
焼
き
・
カ
キ
汁

と
、
カ
キ
づ
く
し
の
1
日
が

大
変
お
得
な
「
味
海
道」

が
4
月
味
わ
え
ま
す
。
ま
つ
り
が
行

3
0
日
ま
で

「福
の
陣
』
と
し
て
開
催
わ
れ
る
加
茂
湖
は
、

古
く
か

中
。
カ
ニ
食
べ
放
題
が
つ
い
て
1
泊
ら
歌
に
詠
ま
れ
る
ほ
ど
風
光

H
本
海
の
海
の
幸
が
満
載
の

n
g
a
g
に
冒
。
戸
踪
如
ヘ

i

り

1"t"≫‘
,
"りり
ー

4ii_．．
4

茶
は
格
別
で
す
。

鯛

や

ヒ

ラ

メ

が

舞

い

お

ど

る

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
津
観
光
協

屑
冒

へ
n
z
v
w
n
N

註
゜
い
い
，
い
い
〗

0
5)

1
1
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ひ
ま
す
。
梅
の
香
り
と
共
に

一
服
の
お

ら
め
ま
つ
り
」
は
旅
館
・
ホ
テ
ル
で

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
1
泊
2
食
付
き

で
平
日
9
千
800
円
（
税
別
）
で
、
4

人
ご
と
に
、
ヒ
ラ
メ
の
姿
造
り
が
丸

ご
と
1
尾
つ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
1

月
15
日
圏
か
ら
は
民
宿
で
「
鯛
ま
つ

り
」
が
始
ま
り
ま
す
。
1
泊
2
食
付

き
で
7
千
円
（
税
別
）
か
ら
「
鯛
の

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」
ほ
か
2
品
が
サ
ー

ビ
ス
！

ま
た
、
2
月
中
旬
か
ら
は
御
用
邸

記
念
公
園
内
で
観
梅
茶
席
が
催
さ
れ

,A
ン
，
＇

，
9J'

,

l

l

.

）
,
1

ー

'
.
.
l
I
I

日
野
市
海
の
家
事
業
で

1
泊
2
干
円
を
補
助

き
室
は
、
2
月
8
8
①
午
前
9
時
か

ら
電
話
(
6
5
8
5
.
2
1
1
1
)
で
受
け

付
け
を
開
始
し
ま
す
。

め
い
ぴ

明
卵
で
、
遊
蒐
船
も
就
航
し
て
い

ま
す
。
併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ

、
。
し

詳
し
い
こ
と
は
、
両
津
市
観
光
協

会
(
6
0
2
5
9
.
2
3
.
3
3
0
0
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

往復ハガキ（裏面）の
書き方は、下記の要領で

●代表者氏名（フリガナ） ・住所・電話番号

●利用者全員の氏名（フリガナ）

●利用施設 (000荘）
※日野山荘または大成荘を記入

●使用日

第 1希望 (0月〇 日から〇泊）

第 2希望 (0月〇 日から〇泊）

第 3希望 (0月〇 日から〇泊）

●使用人数

（大人0人、中学生0人、

小学生〇人、幼児0人、

寝具を利用する幼児0人）

●食事（大人料理0人、子供料理0人）

●在勤の方は勤務先名・電話番号

※大成荘使用の場合

①一般棟・団体棟のうち希望する方を記入

(00棟のみ使用）・（どちらでもよい）

②一般食・団体食のうち希望する方を記入

(00食）

※利用者全員の氏名を忘れすに！

篇
合
せ
先
II
⑤
日
野
市
企
業
公
社

(
6
5
8
5
.
2
1
1
1
午
前
9
時
S
午

後
5
時）

＠ ともに手をとり炒のあるまちに

‘ 
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怜
浸の 氾猫詞

生 —日野市

日
野
市
消
防
団
で
は
新
春
恒
例
の
出

初
式
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
見
学
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
1
月
10
日
①
午
前
10
時
か
ら

※
当

8
午
前
7
時
30
分
に
市
内
消
防
団

詰
め
所
で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

が
、
こ
れ
は
団
員
招
集
の
合
図
で
す
。

ご
承
知
く
だ
さ
い

▽
会
場
11
浅
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
案
内

図
参
照
）

▽
内
容
11459
人
の
団
員
の
徒
列
行
進
、

消
防
車
両
の
行
進
、
ポ
ン
プ
操
法
模
範

会場案内図

演技、消防車両の一斉放水ほか

▽担当11防災課

9 日9月1 

＾ リ

］ 
ク

ル岱

-[ 5』:

豊
田
駅
北
口
連
絡
所

-
4
8
か
ら
業
務
を
開
始

一

1
月
4
日
旧
か
ら
市
民
課
の
連
絡
所

を
、
皆
さ
ん
に
便
利
な
豊
田
駅
北
口
に

開
設
し
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
業
務
B
時
1
1
1
月
4
日
由
か
ら
の
月

曜
ー
金
曜
H
午
前
8
時
30
分
ー
午
後
5

時
※
祝

H
、
年
末
年
始
を
除
く

▽
名
称
11
日
野
市
役
所
市
民
課
豊
田
駅

連
絡
所

▽
所
在
地
11
多
摩
平
2
の
ー
の
1

（案

内
図
参
照
）

▽
業
務
内
容
11
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍

の
謄
抄
本
•
印
鑑
証
明
書
の
交
付
、
年

金
の
現
況
証
明

※
住
民
票
の
異
動
、

戸
籍
の
変
更
、
印

至
八
王
子
駅

至
日
野
駅

ウ
ス
“
ェ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ブ
ほ

）
 

ヵ▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11
昭
和
53
年
4
月
2
日
ー
昭
和

54
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
日
野
市
に
住

民
票
の
あ
る
方
※
日
野
市
に
住
民
票
が

な
く
て
も
、
市
内
の
学
校
を
卒
業
し
た

方
は
出
席
で
き
ま
す

▽
そ
の
他
11
①
案
内
状
が
届
か
な
い
場

合
で
も
該
当
す
る
方
は
当
B
直
接
会
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い
②
来
場
を
希
望
す

る
身
体
の
不
自
由
な
方
は
生
涯
学
習
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
③
式
典
と
記
念

行
事
に
は
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
④
対

象
者
以
外
の
方
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

▽
問
合
せ
先
11
生
涯
学
習
課

1
月
1
日
頃

は
た
ち
の

因
十血
囚
巴

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
今
年
も
新
た

に
成
人
式
を
迎
え
る
若
い
皆
さ
ん
を
中

心
に
、
献
血
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
、

2
月
2
8
B叩
ま
で
全
国

的
に
実
施
し
ま
す
。
寒
さ
の
厳
し
く
な

る
こ
の
時
期
は
、
献
血
す
る
方
が
少
な

く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
輸
血
用
血
液
が

不
足
し
ま
す
。
成
人
を
記
念
し
て
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
献
血
に
際
し
て
は
、
患
者
の

方
に
と
っ
て
よ
り
安
全
で
効
果
の
高
い

「
成
分
献
血
」
と
「
400
ミ
リ
り
証
岱
皿
」
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
会
場
11
献
血
ル
ー
ム

(
J
R
立
川
駅

ビ
ル

9
階、

J
R
八
王
子
駅
ビ
ル
中
2

階）▽
問
合
せ
先
11
東
京
都
西
赤
十
字
血
液

-9 /
〗し

セ
ン
タ
ー(
6
5
2
9
.
0
4
0
5
)
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鑑
の
登
録
な
ど
の
業
務
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

式
で

悧
g

▽
問
合
せ
先
11
豊
田
駅
連
絡
所
(
6583

川
↓

．5
0
0
3
)

包111 
l
il 

成
眠

f
lo f

成
11
年
成
人
式
m
l
5
翻
P

対
象
者
は
年
賀
ハ
ガ
キ
に
よ
る
案
内

状
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
1
1
1
月
15
日

(

▽
時
間
・
内
容
11
午
前
11
時
30
分
S
正

午
…
成
人
式
典
、
正
午
ー
午
後
1
時
…

記
念
行
事
（
実
践
女
子
短
期
大
学
ア
ト

ラ
ス
・

実
践
女
子
大
学
w
J
ス
タ
ー
ズ

に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
；
松
本
ハ

案内図
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日

22日（金）
午後2時～4時

磁三中学校区にお住まいの方を優先

時 会 場

調整中

5 日 （火） • 12 日（火） 19 日 （火）裕日 （火）

午前 lO時～午後 4時

13日（水）・22日（金）

午後 1時30分～ 4時

14日 （木） •28 日（木）

午後 1時30分～ 4時

28日（木）
午後4時～ 5時

18日（月）
午後 1時～4時

8日（金）

午後 1時30分～ 4時

7日（木）

午後 1時30分～ 4時

27日（水）
午前lO時～午後4時

毎週月曜～金曜日

午前8時30分～

午後 5時

市役所 1階
市民相談室

問合せ先

市民相談担当

ff585-2000 

※受け付けは

午前 8時30分
から。

i1月の霞艮相談
～お気軽,:~柑談ください～

名 称 日 時

毎週月曜～金曜日

午前 9時～午後4時

会 場

市役所2階
児童福祉課

問合せ先

児童福祉課
ff586-1171 

おおくぽ
保育園

同保育園
ff586-ll72 

あさひがおか

児童館
同児童館
云586-1184

毎週月曜・木曜日

午前 9時～正午

市役所2階

生活福祉課
生活福祉課
社会係

毎週月曜～土曜日

午前10時～午後 5時

教職員研究

室内
教育相談室

教育相談室
ff592-1160 
いじめ電話相談

合 592-2782 

7日（木）

午前 9時30分～正午

14日（木）

午前 9時30分～正午

20日（水）
午前 9時30分～正午

市役所2階
障害福祉課
（面接室）

障害福祉課

日 時 会 場 問合せ先

8日（金）

午後 1時30分～3時

8日（金）

午後 1時30分～3時

22日（金）
午前9時 30分～ll時

29日（金）
午後 1時30分～ 3時

8日（金）

午前lO時～ ll時30分

毎週月曜～金曜日

午前lO時～午後 3時

20日（水）
午後1時～4時

6日（水）・13日（水）なl日（水）•27 日（水）

午前9時45分～午後3時 女性センター
女性センター

(ft587 -8177) 云584-2733

リハピリ相談、心配こ心
と相談、高年齢者就業
相談結婚相談、法律
相談心の悩み相談、
年金相談、介護相談、
ハンディキャップを持
つ人のための外出旅行
相談、ことばの遅れ相
談を実施
※日時は問い合わせを。

生活・

保健センター

旭が丘
地区センター

福祉支援

センター

生活・

保健センター

勤労・

青年会館

中央

福祉センター

健康課

ff581 -4111 

消費生活相談
室ff581-3556

産業振興課

社会福祉

協議会

云582-2319 
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